
第２４号(通巻第７４５号) 長崎大学教育学部附属中学校

令和７年１月２７日(月) 発行者 校長 刈山 弘全

１月２３日（木）、生徒総会を行いました。初めに、
生徒会長の濵﨑いほりさんが、新たな生徒会のスローガ
ンとこの言葉に込めた思いを訴え、開会しました。

第77代 生徒会スローガン「ONE PIECE」
「スローガンに込めた思い」
・一人一人が自らの立場に自覚を持ち、よりよい
判断のもと、力を高めようと向上心を持って活
動する附中生の姿

・互いの意見や個性等を認め合い、切磋琢磨しな
がら目標に向かう附中生の姿

議題１ 「令和７年度生徒会年間活動目標」について

本校生徒会では、６つの実行部（生活部、
広報部、会計部、学習部、厚生部、整備部）
を設置し、全生徒がいずれかの実行部に所
属して学校生活の充実のために活動してい
ます。活動に当たっては、各実行部が月別
の活動目標を設定し、これに基づいて具体 生活部 広報部 会計部
策を講じたり、常時活動を活性化させたり
しています。議題１では、各実行部が今年
度の反省を踏まえて設定した令和７年度生
徒会年間活動目標を基に、事前に学級から
挙がった質問や意見に対して、その意義や
意図を説明しました。 学習部 厚生部 整備部

議題２ 「よりよく判断できる附中生を目指して －登下校時のマナー向上－」について

75回生（現３年生）が力強くけん引して創り上げた附中祭 ・居住地域ごとに集まる機会を設
等の行事や、その礎となる日常の学校生活を継承し、更によ け、実態を確認してはどうか。
い附中を築くためには、個々の力の更なる向上が必要である ・学年ごとに、１列歩行の状況を
という思いから、議題２では、事前の学級内討議を十分踏ま 集計してはどうか。
えて議論を交わしました。主に、登下校における、歩行中や ・生徒全員が共有するべき共通の
公共交通機関でのマナーに焦点を当て、右のような意見を活 目標を設定してはどうか。
発に交わしながら討議しました。最終的には、生徒一人一人 ・昨年の生徒総会で議決した挨拶
の意識の改革を図るために、行動の指針を言語化した「附中 ５原則の効果を踏まえ、登下校
プライド」を設定することとし、盛り込みたい言葉を提案し 時に効果的な指針を作ってはど
合いました。 うか。
生徒会役員の皆さんは、何日もかけて多くの議論を重ね、 ・互いの判断力を高め、共に高め

準備を整えました。また、議長を務めた３年生の東優之介さ 合う姿を目指したい。
んと荒木遥香さんは、見事に意見を整理して話し合いの道筋 ・指示されてから行動するのでは
をつくりながら、議論が深まるように進行しました。たいへ なく、自分から行動するのが附
ん立派でした。 中生の真の姿である。

この総会での議論を踏まえて、後 ・自分中心ではなく、常に他者意
日、企画部から提案される「附中プ 識を持つことが大切である。
ライド」が、どのような内容になる
のか楽しみです。それを基に附中生
が更に望ましい判断力を持ち、互い Instagramでも
に高め合える関係へと成長すること 紹介しています
を期待しています。

実りある生徒総会でした


